




































































































































実記』（明 ）における「賤雇農を解放し」，或いは次の 1892 年の『国











































明 ） 奴僕，賤奴。傭奴，農僕； 奴僕タル，土地ト共
二売買セラルゝ奴隷，農奴。
『和訳字彙：ウェブスター氏新刊大辞書』（イーストレーキ，棚橋
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の三か月前に，つまり 1901 年 6 月に，中国人の麦鼎華訳に使われた日本
語の底本である大内 三訳『欧州十九世紀史』（明 ）にはすでに「農
奴の制」という表現を使ったし，さらに一か月に遡って，『朝日新聞』















えば，最後の 231 頁のものはもっと後になるはずだが， 書籍に収
























































































































































史観」という題で『晨報』に載せてから，さらに 1919 年 5 月『新青年』
第 6 巻第 5 期に転載し，「この一文は日本のマルクス研究の大家たる河上
肇が著したもので，簡潔明瞭にして，価値あるものとして，ここに訳し出
6) 陳力衛 「『共産党宣言』的翻訳 」『二十一世紀』第九十三期，香港
中文大学，





































陳望道 自由民 和奴隸 ，貴族 和平民 ，
領主 和農奴 ，行東 和傭工 ，
総而言之，就是圧迫階級和被圧迫階級，
華岡 自由民 和奴隸 ，貴族 和平民 ，


















望道 1920 年訳，さらに陳瘦石 1943 年訳までは一貫して原文通りの「領主
與農奴」と正確に対訳しているが，1919 年 5 月『新青年』淵泉訳と李沢
彰 1919 年訳及び博古 1948 年訳以降，すべて「地主與農奴」の対立に訳し

















中国における土地改革後の 1964 年 9 月第六版からであった。この訳本は
1959 年ドイツ語版に準拠しその他の外国語版と各種中国語訳を参考にし
て新たに校正修訂を行ったもので，後に 1972 年『マルクス・エンゲルス








年 8 月 24 日）なる一文があり，「農奴解散」が用いられた。
8) ｢地主」という語も日本由来の可能性も否定できないが，社会の階級として
押し上げたのは中国語のコンテクストにおいてであろう。
9) その後の中国語版は多く此版に依っている。たとえば人民出版社 1953 年・
北京版において，「本書はモスクワ外文書籍出版局一九四九年に出された最
新中文版により翻刻したものである」と， 明していた。



















































なった。大正 11 年 7 月彼は北海道（旧狩太村）で農場解放を宣言し，
自分所有の土地を農民に分け，住宅をも農民に住ませた。当時の『小樽新
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（石井安一作，昭和 3 年 2 月 1 日，文芸戦線， ，2 月号）と，「農奴の要求─





































































命之三條路 右轉的路 不當走不肯走 左轉的路 不必走不能走 唯一生路 三
民主義之路」とあり，左右の道より，孫文の三民主義を歩むのが唯一の道
とする論調があった。同じ趣旨が顧孟餘の「中国農民問題」（『前進』 ）



























13) ｢中国農民問題」『前進』第 1 巻第 4 期（1928 年 7 月） ～第 6 期


















































となっている。人民文学出版社の『毛主席詩詞』（1963 年 12 月版）の解釈
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